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在
の
標
準
的
な
情
報
公
開
条
例
（
世
田
谷
区
情
報
公

開
条
例
）
の
条
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
傍
線

は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
、
傍
線
に
つ
き
同
様
）。

【
開
示
義
務
】

〈
大
阪
府
公
文
書
公
開
等
条
例
〉

第
８
条
柱
書　

同
条
各
号
所
定
の
情
報
が
記
録
さ
れ

て
い
る
公
文
書
は
公
開
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
旨

〈
世
田
谷
区
情
報
公
開
条
例
〉

第
７
条
柱
書　

実
施
機
関
は
、
開
示
請
求
が
あ
っ
た

と
き
は
、
開
示
請
求
に
係
る
行
政
情
報
に
次
の
各

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
情
報
（
以
下
「
非
開

示
情
報
」
と
い
う
。）
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合

を
除
き
、
開
示
請
求
者
に
対
し
、
当
該
行
政
情
報

を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
非
開
示
情
報
―
法
人
等
情
報
】

〈
大
阪
府
公
文
書
公
開
等
条
例
〉

第
８
条
第
１
号　

法
人
等
に
関
す
る
情
報
や
事
業
を

営
む
個
人
の
当
該
事
業
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ

て
、
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
法
人
等
又
は

当
該
個
人
の
競
争
上
の
地
位
そ
の
他
正
当
な
利
益

を
害
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

〈
世
田
谷
区
情
報
公
開
条
例
〉

第
７
条
第
３
号　

法
人
（
国
、
独
立
行
政
法
人
等
、

地
方
公
共
団
体
及
び
地
方
独
立
行
政
法
人
を
除

く
。）そ
の
他
の
団
体（
以
下「
法
人
等
」と
い
う
。）

に
関
す
る
情
報
又
は
事
業
を
営
む
個
人
の
当
該
事

業
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
公
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
当
該
法
人
等
又
は
当
該
事
業
を
営
む
個
人
の

権
利
、
競
争
上
の
地
位
そ
の
他
正
当
な
利
益
を
害

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

知
事
の
交
際
費
と
情
報
公
開

弁
護
士

羽
根
　
一
成

重
要
判
例
に
学
ぶ

地
方
自
治
の
知
識

行
政
処
分
取
消
請
求
事
件

最
高
裁
判
所
平
成
６
年
１
月
27
日
判
決
（
判
例
時
報
１
４
８
７
号
32
頁
）

最
高
裁
判
所
平
成
13
年
３
月
27
日
判
決
（
判
例
時
報
１
７
４
９
号
25
頁
）

第
１　

情
報
公
開
法
と
情
報
公
開
条
例

国
の
情
報
公
開
制
度
に
つ
い
て
は
、
情
報
公
開
法

（
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法

律
）
が
あ
る
が
、
同
法
は
、
地
方
公
共
団
体
に
は
適

用
さ
れ
ず（
情
報
公
開
法
第
２
条
第
１
項
、第
25
条
）、

地
方
公
共
団
体
の
情
報
公
開
制
度
に
つ
い
て
は
、
地

方
公
共
団
体
ご
と
に
情
報
公
開
条
例
で
定
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
内
容
は
地
方
公
共
団
体

に
よ
っ
て
異
な
り
得
る
こ
と
に
な
る
。

第
１
次
上
告
審
判
決
（
最
高
裁
平
成
６
年
１
月
27

日
判
決
）
で
問
題
と
な
っ
た
大
阪
府
公
文
書
公
開
等

条
例
（
当
時
）
の
条
文
（
た
だ
し
、
第
１
次
上
告
審

判
決
に
記
載
さ
れ
た
範
囲
の
も
の
。
第
10
条
に
つ
い

て
は
第
２
次
上
告
審
判
決
（
最
高
裁
平
成
13
年
３
月

27
日
判
決
）
の
そ
れ
）、
及
び
そ
れ
に
相
当
す
る
現
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【
非
開
示
情
報
―
審
議
等
情
報
】

〈
大
阪
府
公
文
書
公
開
等
条
例
〉

第
８
条
第
４
号　

府
の
機
関
等
が
行
う
企
画
、
調
整

等
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
公
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
当
該
又
は
同
種
の
事
務
を
公
正
か
つ
適
切

に
行
う
こ
と
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の

あ
る
も
の

〈
世
田
谷
区
情
報
公
開
条
例
〉

第
７
条
第
５
号　

実
施
機
関
並
び
に
国
、
独
立
行
政

法
人
等
、
他
の
地
方
公
共
団
体
及
び
地
方
独
立
行

政
法
人
の
内
部
又
は
相
互
間
に
お
け
る
審
議
、
検

討
又
は
協
議
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
公
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、
率
直
な
意
見
の
交
換
若
し
く
は
意

思
決
定
の
中
立
性
が
不
当
に
損
な
わ
れ
る
お
そ

れ
、
不
当
に
区
民
の
間
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る
お

そ
れ
又
は
特
定
の
者
に
不
当
に
利
益
を
与
え
、
若

し
く
は
不
利
益
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

【
非
開
示
情
報
―
事
務
事
業
情
報
】

〈
大
阪
府
公
文
書
公
開
等
条
例
〉

第
８
条
第
５
号　

府
の
機
関
等
が
行
う
交
渉
、渉
外
、

争
訟
等
の
事
務
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
公
に

す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
若
し
く
は
同
種
の
事
務

の
目
的
が
達
成
で
き
な
く
な
り
、
又
は
こ
れ
ら
の

事
務
の
公
正
か
つ
適
切
な
執
行
に
著
し
い
支
障
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

〈
世
田
谷
区
情
報
公
開
条
例
〉

第
７
条
第
６
号　

実
施
機
関
又
は
国
、
独
立
行
政
法

人
等
、
他
の
地
方
公
共
団
体
若
し
く
は
地
方
独
立

行
政
法
人
が
行
う
事
務
又
は
事
業
に
関
す
る
情
報

で
あ
っ
て
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る

お
そ
れ
そ
の
他
当
該
事
務
又
は
事
業
の
性
質
上
、

当
該
事
務
又
は
事
業
の
適
正
な
遂
行
に
支
障
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

イ　

監
査
、
検
査
、
取
締
り
又
は
試
験
に
係
る
事

務
に
関
し
、
正
確
な
事
実
の
把
握
を
困
難
に
す

る
お
そ
れ
又
は
違
法
若
し
く
は
不
当
な
行
為
を

容
易
に
し
、
若
し
く
は
そ
の
発
見
を
困
難
に
す

る
お
そ
れ

ロ　

契
約
、交
渉
又
は
争
訟
に
係
る
事
務
に
関
し
、

国
、
独
立
行
政
法
人
等
、
地
方
公
共
団
体
又
は

地
方
独
立
行
政
法
人
の
財
産
上
の
利
益
又
は
当

事
者
と
し
て
の
地
位
を
不
当
に
害
す
る
お
そ
れ

ハ　

調
査
研
究
に
係
る
事
務
に
関
し
、
そ
の
公
正
か

つ
能
率
的
な
遂
行
を
不
当
に
阻
害
す
る
お
そ
れ

ニ　

人
事
管
理
に
係
る
事
務
に
関
し
、
そ
の
公
正

か
つ
円
滑
な
人
事
の
確
保
に
支
障
を
及
ぼ
す
お

そ
れ

【
非
開
示
情
報
―
個
人
情
報
】

〈
大
阪
府
公
文
書
公
開
等
条
例
〉

第
９
条
柱
書　

同
条
各
号
所
定
の
情
報
が
記
録
さ
れ

て
い
る
公
文
書
は
公
開
し
て
は
な
ら
な
い
旨

第
９
条
第
１
号　

個
人
の
思
想
、
宗
教
等
の
私
事
に

関
す
る
情
報
（
事
業
を
営
む
個
人
の
当
該
事
業
に

関
す
る
情
報
を
除
く
。）
で
あ
っ
て
、
特
定
の
個

人
が
識
別
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
一
般
に
他
人
に

知
ら
れ
た
く
な
い
と
望
む
こ
と
が
正
当
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
も
の

〈
世
田
谷
区
情
報
公
開
条
例
〉

第
７
条
第
２
号　

個
人
に
関
す
る
情
報
（
事
業
を
営

む
個
人
の
当
該
事
業
に
関
す
る
情
報
を
除
く
。）

で
あ
っ
て
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
（
他
の
情
報
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

な
る
も
の
を
含
む
。）
又
は
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
公
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
な
お
個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
も
の

【
部
分
開
示
】

〈
大
阪
府
公
文
書
公
開
等
条
例
〉

第
10
条　

実
施
機
関
は
、
公
文
書
に
次
に
掲
げ
る
情

報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
部
分
を
容
易
に
、
か
つ
、
公
文
書
の
公

開
の
請
求
の
趣
旨
を
損
な
わ
な
い
程
度
に
分
離
で

き
る
と
き
は
、
そ
の
部
分
を
除
い
て
、
当
該
公
文

書
の
公
開
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１　

第
８
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
情
報

で
、
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ

り
そ
の
記
録
さ
れ
て
い
る
公
文
書
に
つ
い
て
公
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文
書
の
公
開
を
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
も
の

２　

前
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
情
報

〈
世
田
谷
区
情
報
公
開
条
例
〉

第
８
条　

実
施
機
関
は
、
開
示
請
求
に
係
る
行
政
情

報
の
一
部
に
非
開
示
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場

合
に
お
い
て
、
非
開
示
情
報
に
係
る
部
分
を
容
易

に
区
分
し
て
除
く
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
区
分
し

て
除
く
こ
と
に
よ
り
当
該
開
示
請
求
の
趣
旨
が
損

な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

当
該
非
開
示
情
報
に
係
る
部
分
以
外
の
部
分
を
開

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

開
示
請
求
に
係
る
行
政
情
報
に
前
条
第
２
号
の

情
報
（
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
に
限
る
。）
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お

い
て
、
当
該
情
報
の
う
ち
、
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
記
述
等
の
部
分

を
除
く
こ
と
に
よ
り
、
公
に
し
て
も
、
個
人
の
権

利
利
益
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ

る
と
き
は
、
当
該
部
分
を
除
い
た
部
分
は
、
同
号

の
情
報
に
含
ま
れ
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
前
項

の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
２　

第
１
次
上
告
審
判
決

１　

事
案
の
概
要

被
上
告
人
は
、
昭
和
60
年
１
月
な
い
し
３
月
に
支

出
し
た
大
阪
府
知
事
の
交
際
費
に
つ
い
て
の
公
文
書

の
公
開
（
閲
覧
及
び
写
し
の
交
付
）
を
請
求
し
た
。

上
告
人
（
大
阪
府
）
は
、
同
請
求
に
対
応
す
る
公

文
書
と
し
て
、
①
経
費
支
出
伺
、
②
支
出
命
令
伺
書
、

③
債
権
者
の
請
求
書
、
領
収
書
等
の
交
際
費
の
執
行

の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
文
書
及
び
④
歳
出
予
算
差

引
表
を
特
定
し
、
そ
の
う
ち
経
費
支
出
伺
〔
①
〕、

支
出
命
令
伺
書
〔
②
〕
及
び
歳
出
予
算
差
引
表
〔
④
〕

を
公
開
し
た
が
、
債
権
者
の
請
求
書
、
領
収
書
等
の

交
際
費
の
執
行
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
文
書〔
③
〕

（
以
下
「
本
件
文
書
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
は
、
そ

こ
に
記
録
さ
れ
て
い
る
情
報
が
大
阪
公
文
書
公
開
等

条
例
第
８
条
第
１
号
、
第
４
号
、
第
５
号
及
び
第
９

条
第
１
号
に
該
当
す
る
と
し
て
、
こ
れ
を
公
開
し
な

い
旨
の
決
定
（
以
下
「
本
件
処
分
」
と
い
う
。）
を

し
た
。

本
件
文
書
〔
③
〕
は
、
具
体
的
に
は
、
③
―
①

債
権
者
の
請
求
書
及
び
領
収
書
（
以
下
「
債
権
者
請

求
書
等
」
と
い
う
。）、
③
―
②
歳
出
額
現
金
出
納

簿
並
び
に
③
―
③
支
出
証
明
書
で
あ
り
、
そ
こ
に

記
録
さ
れ
た
支
出
内
容
は
、
⑴
慶
弔
、
見
舞
い
等
に

関
す
る
も
の
、
⑵
各
種
団
体
及
び
そ
の
主
催
行
事
等

へ
の
賛
助
、
協
賛
に
関
す
る
も
の
、
⑶
餞
別
に
関
す

る
も
の
、
⑷
懇
談
に
関
す
る
も
の
に
分
け
ら
れ
る
。

債
権
者
請
求
書
等
〔
③
―
①
〕
は
、
知
事
が
懇

談
会
等
で
外
部
の
飲
食
店
等
を
利
用
し
た
際
の
請
求

書
等
が
主
な
も
の
で
あ
り
、
懇
談
の
日
時
、
場
所
、

出
席
人
数
並
び
に
料
理
等
の
単
価
及
び
そ
の
合
計
額

が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
懇
談
等
の
名
称
、
出
席
者
の

氏
名
等
は
原
則
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
府

の
担
当
者
に
よ
り
出
席
者
の
氏
名
が
メ
モ
書
き
等
の

形
で
記
録
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
歳
出
額
現
金
出
納

簿
〔
③
―
②
〕
は
、
現
金
の
出
納
状
況
を
、
年
月
日
、

摘
要
、
金
員
の
受
払
状
況
と
そ
の
残
額
と
に
分
け
て

記
録
し
、
摘
要
欄
に
は
交
際
の
相
手
方
、
使
途
等
を

具
体
的
に
記
録
し
て
い
る
。
債
権
者
請
求
書
等
及
び

歳
出
額
現
金
出
納
簿
の
い
ず
れ
に
も
、
懇
談
の
内
容

は
全
く
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
支
出
証
明
書

〔
③
―
③
〕
は
、
お
祝
い
、
香
典
等
領
収
書
が
得
ら

れ
な
い
よ
う
な
支
出
に
つ
い
て
、
支
出
年
月
日
、
支

出
金
額
、
支
出
先
、
支
出
の
目
的
を
記
録
し
た
書
類

で
あ
り
、
特
に
決
ま
っ
た
様
式
は
な
い
。

２　

判
旨

⑴
　
企
画
調
整
等
事
務
、
交
渉
等
事
務

ア　
「
知
事
の
交
際
費
は
、
都
道
府
県
に
お
け
る
行

政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
関
係
者
と
の
懇

談
や
慶
弔
等
の
対
外
的
な
交
際
事
務
を
行
う
の
に

要
す
る
経
費
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
知
事
の
交
際

は
、
懇
談
に
つ
い
て
は
本
件
条
例
８
条
４
号
の
企

画
調
整
等
事
務
又
は
同
条
５
号
の
交
渉
等
事
務

に
、
そ
の
余
の
慶
弔
等
に
つ
い
て
は
同
号
の
交
渉

等
事
務
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
」

イ　
「
こ
れ
ら
の
事
務
に
関
す
る
情
報
を
記
録
し
た

文
書
を
公
開
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
は
、
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こ
れ
ら
の
情
報
を
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該

若
し
く
は
同
種
の
交
渉
等
事
務
と
し
て
の
交
際
事

務
の
目
的
が
達
成
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る

か
否
か
、
又
は
当
該
若
し
く
は
同
種
の
企
画
調
整

等
事
務
や
交
渉
等
事
務
と
し
て
の
交
際
事
務
を
公

正
か
つ
適
切
に
行
う
こ
と
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
が
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
」

ウ　
「
知
事
の
交
際
事
務
に
は
、
懇
談
、
慶
弔
、
見

舞
い
、
賛
助
、
協
賛
、
餞
別
な
ど
の
よ
う
に
様
々

な
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し

て
も
、
こ
れ
ら
は
、
相
手
方
と
の
間
の
信
頼
関
係

な
い
し
友
好
関
係
の
維
持
増
進
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
相
手
方
の
氏
名

等
の
公
表
、
披
露
が
当
然
予
定
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
場
合
等
は
別
と
し
て
、
相
手
方
を
識
別
し
得
る

よ
う
な
前
記
文
書
の
公
開
に
よ
っ
て
相
手
方
の
氏

名
等
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
懇
談

に
つ
い
て
は
、
相
手
方
に
不
快
、
不
信
の
感
情
を

抱
か
せ
、
今
後
府
の
行
う
こ
の
種
の
会
合
へ
の
出

席
を
避
け
る
な
ど
の
事
態
が
生
ず
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
、
ま
た
、
一
般
に
、
交
際
費
の
支
出
の
要
否
、

内
容
等
は
、
府
の
相
手
方
と
の
か
か
わ
り
等
を
し

ん
酌
し
て
個
別
に
決
定
さ
れ
る
と
い
う
性
質
を
有

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
不
満
や
不
快
の
念

を
抱
く
者
が
出
る
こ
と
が
容
易
に
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
事
態
は
、
交
際
の
相
手
方
と
の
間
の

「
ま
た
、
本
件
に
お
け
る
知
事
の
交
際
は
、
そ
れ

が
知
事
の
職
務
と
し
て
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、

私
人
で
あ
る
相
手
方
に
と
っ
て
は
、
私
的
な
出
来
事

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
件
条
例
９
条
１
号

は
、
私
事
に
関
す
る
情
報
の
う
ち
性
質
上
公
開
に
親

し
ま
な
い
よ
う
な
個
人
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
文

書
を
公
開
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
も
の
と
解

さ
れ
る
が
、
知
事
の
交
際
の
相
手
方
と
な
っ
た
私
人

と
し
て
は
、
懇
談
の
場
合
で
あ
る
と
、
慶
弔
等
の
場

合
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
そ
の
具
体
的
な
費
用
、
金

額
等
ま
で
は
一
般
に
他
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
と
望

む
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
正
当
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
。」

「
そ
う
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
交
際
に
関
す
る
情

報
は
、
そ
の
交
際
の
性
質
、
内
容
等
か
ら
し
て
交
際

内
容
等
が
一
般
に
公
表
、
披
露
さ
れ
る
こ
と
が
も
と

も
と
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
い
て
は
、
同
号
に

該
当
す
る
」

「
し
た
が
っ
て
、
本
件
文
書
の
う
ち
私
人
で
あ
る

相
手
方
に
係
る
も
の
は
、
相
手
方
が
識
別
で
き
る
よ

う
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
、
同
号
に
よ
り

公
開
し
て
は
な
ら
な
い
文
書
に
該
当
す
る
」

第
３　

第
２
次
上
告
審

１　

事
案
の
概
要

第
１
次
上
告
審
に
よ
る
差
戻
し
後
の
控
訴
審
判
決

に
対
す
る
上
告
審
判
決
。

信
頼
関
係
あ
る
い
は
友
好
関
係
を
損
な
う
お
そ
れ

が
あ
り
、
交
際
そ
れ
自
体
の
目
的
に
反
し
、
ひ
い

て
は
交
際
事
務
の
目
的
が
達
成
で
き
な
く
な
る
お

そ
れ
が
あ
る
」

「
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
交
際
費
の
支
出
の
要
否

や
そ
の
内
容
等
は
、
支
出
権
者
で
あ
る
知
事
自
身

が
、個
別
、具
体
的
な
事
例
ご
と
に
、裁
量
に
よ
っ

て
決
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
交
際
の
相

手
方
や
内
容
等
が
逐
一
公
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
場
合
に
は
、
知
事
に
お
い
て
も
前
記
の
よ
う
な

事
態
が
生
ず
る
こ
と
を
懸
念
し
て
、
必
要
な
交
際

費
の
支
出
を
差
し
控
え
、
あ
る
い
は
そ
の
支
出
を

画
一
的
に
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
、
知
事
の
交
際
事
務
を
適
切
に
行
う
こ

と
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
」

「
し
た
が
っ
て
、
本
件
文
書
の
う
ち
交
際
の
相

手
方
が
識
別
さ
れ
得
る
も
の
は
、
相
手
方
の
氏
名

等
が
外
部
に
公
表
、
披
露
さ
れ
る
こ
と
が
も
と
も

と
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
、
相
手
方
の
氏
名

等
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
前
記
の
よ
う
な
お

そ
れ
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
な
も
の
を

除
き
、
懇
談
に
係
る
文
書
に
つ
い
て
は
本
件
条
例

８
条
４
号
又
は
５
号
に
よ
り
、
そ
の
余
の
慶
弔
等

に
係
る
文
書
に
つ
い
て
は
同
条
５
号
に
よ
り
、
公

開
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
文
書
に
該
当
す
る
」

⑵
　
個
人
情
報
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２　

判
旨
（
部
分
開
示
に
関
す
る
部
分
）

⑴　
「
本
件
条
例
10
条
は
、
１
個
の
公
文
書
に
つ
い

て
本
件
条
例
８
条
各
号
又
は
９
条
各
号
の
い
ず
れ
か

の
事
由
（
以
下
「
非
公
開
事
由
」
と
い
う
。）
に
該

当
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
部
分
を
そ
の
余
の

部
分
か
ら
容
易
に
、
か
つ
、
公
文
書
の
公
開
の
請
求

の
趣
旨
を
損
な
わ
な
い
程
度
に
分
離
で
き
る
と
き

は
、
非
公
開
事
由
に
該
当
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て

い
る
部
分
を
除
い
た
そ
の
余
の
部
分
を
公
開
す
る
こ

と
を
実
施
機
関
に
義
務
付
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、
同

条
所
定
の
要
件
に
該
当
す
る
限
り
、
実
施
機
関
は
同

条
所
定
の
公
文
書
の
部
分
公
開
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
本
件
条
例
７
条
各
号
に
掲
げ
る
者
（
以
下
「
住

民
等
」
と
い
う
。）
は
、
実
施
機
関
に
対
し
て
、
本

件
条
例
10
条
所
定
の
部
分
公
開
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
」

「
し
か
し
な
が
ら
、
同
条
は
、
そ
の
文
理
に
照
ら

す
と
、
１
個
の
公
文
書
に
複
数
の
情
報
が
記
録
さ
れ

て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
情
報
の
う
ち
に

非
公
開
事
由
に
該
当
す
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
当

該
部
分
を
除
い
た
そ
の
余
の
部
分
に
つ
い
て
の
み
、

こ
れ
を
公
開
す
る
こ
と
を
実
施
機
関
に
義
務
付
け
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
同
条
は
、
非
公
開

事
由
に
該
当
す
る
独
立
し
た
一
体
的
な
情
報
を
更
に

細
分
化
し
、
そ
の
一
部
を
非
公
開
と
し
、
そ
の
余
の

部
分
に
は
も
は
や
非
公
開
事
由
に
該
当
す
る
情
報
は

記
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
こ
れ
を
公

開
す
る
こ
と
ま
で
を
も
実
施
機
関
に
義
務
付
け
て
い

る
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

「
し
た
が
っ
て
、
実
施
機
関
に
お
い
て
こ
れ
〔
注
：

独
立
し
た
一
体
的
な
情
報
〕
を
細
分
化
す
る
こ
と
な

く
一
体
と
し
て
非
公
開
決
定
を
し
た
と
き
に
、
住
民

等
は
、
実
施
機
関
に
対
し
、
同
条
を
根
拠
と
し
て
、

公
開
す
る
こ
と
に
問
題
の
あ
る
箇
所
の
み
を
除
外
し

て
そ
の
余
の
部
分
を
公
開
す
る
よ
う
請
求
す
る
権
利

は
な
く
、
裁
判
所
も
ま
た
、
当
該
非
公
開
決
定
の
取

消
訴
訟
に
お
い
て
、
実
施
機
関
が
こ
の
よ
う
な
態
様

の
部
分
公
開
を
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て

当
該
非
公
開
決
定
の
一
部
を
取
り
消
す
こ
と
は
で
き

な
い
」

⑵　
「
も
っ
と
も
、
住
民
等
の
公
文
書
の
公
開
請
求
に

対
し
、
実
施
機
関
に
お
い
て
、
本
件
条
例
３
条
の
趣

旨
を
も
踏
ま
え
て
、
そ
の
裁
量
判
断
に
よ
り
、
本
件

条
例
９
条
１
号
に
該
当
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い

る
公
文
書
の
う
ち
氏
名
、
生
年
月
日
そ
の
他
の
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
記

述
等
の
部
分
（
個
人
識
別
部
分
）
の
み
を
非
公
開
と

し
、
そ
の
余
の
部
分
を
公
開
す
る
な
ど
、
非
公
開
事

由
に
該
当
す
る
独
立
し
た
一
体
的
な
情
報
を
更
に
細

分
化
し
て
そ
の
一
部
が
記
録
さ
れ
て
い
る
公
文
書
の

部
分
の
み
を
非
公
開
と
し
、
そ
の
余
の
部
分
を
公
開

す
る
と
い
っ
た
態
様
の
部
分
公
開
を
任
意
に
行
う
こ

と
は
、本
件
条
例
の
許
容
す
る
と
こ
ろ
と
解
さ
れ
る
」

「
そ
し
て
、
実
施
機
関
が
こ
の
よ
う
な
態
様
の
部

分
公
開
を
任
意
に
行
っ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
不
服

の
あ
る
住
民
等
は
、
非
公
開
と
さ
れ
た
部
分
を
も
公

開
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
訴
訟
手
続
に
よ
り

当
該
部
分
に
係
る
非
公
開
決
定
の
全
部
取
消
し
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
、
裁
判
所
は
、
当
該
非
公
開
決
定

が
違
法
で
あ
る
と
判
断
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
取
り

消
す
こ
と
が
で
き
る
」

「
し
か
し
、
前
記
の
と
お
り
、
住
民
等
が
実
施
機

関
に
対
し
て
上
記
の
よ
う
な
態
様
の
部
分
公
開
を
権

利
と
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
は
ま
た

別
で
あ
っ
て
、
住
民
に
地
方
公
共
団
体
の
機
関
の
保

有
す
る
公
文
書
の
公
開
を
請
求
す
る
権
利
を
ど
の
よ

う
な
要
件
の
下
に
ど
の
範
囲
で
付
与
す
る
か
は
、
専

ら
各
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
条
例
に
お
い
て
定
め
る

べ
き
事
柄
で
あ
り
、
上
記
の
よ
う
な
規
定
を
有
す
る

に
す
ぎ
な
い
本
件
条
例
の
下
に
お
い
て
は
、
住
民
等

が
実
施
機
関
に
対
し
て
上
記
の
よ
う
な
態
様
の
部
分

公
開
を
請
求
す
る
権
利
を
付
与
さ
れ
て
い
る
も
の
と

ま
で
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

「
こ
れ
を
本
件
の
よ
う
な
知
事
の
交
際
事
務
に
関

す
る
情
報
で
あ
っ
て
交
際
の
相
手
方
が
識
別
さ
れ
得

る
も
の
が
記
録
さ
れ
て
い
る
公
文
書
に
つ
い
て
い
え

ば
、
当
該
情
報
が
本
件
条
例
８
条
４
号
、
５
号
又
は

９
条
１
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
実
施
機

関
は
、
当
該
情
報
の
う
ち
交
際
の
相
手
方
の
氏
名
等

交
際
の
相
手
方
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
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な
る
記
述
等
の
部
分
（
以
下
「
相
手
方
識
別
部
分
」

と
い
う
。）
を
除
い
た
部
分
を
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
義
務
を
負
う
も
の
で
は
な
く
、
実
施
機
関
が
そ

の
裁
量
判
断
に
よ
り
相
手
方
識
別
部
分
を
除
い
て
そ

の
余
の
部
分
を
公
開
す
る
も
の
と
し
た
場
合
は
と
も

か
く
、
そ
の
よ
う
な
部
分
公
開
が
相
当
で
な
い
と
判

断
し
て
相
手
方
識
別
部
分
を
も
含
め
て
非
公
開
決
定

を
し
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
当
該
決
定
を
取
り
消

す
べ
き
理
由
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
裁
判
所
が
、
更

に
進
ん
で
、
非
公
開
と
さ
れ
た
相
手
方
識
別
部
分
を

除
き
、
そ
の
余
の
部
分
に
つ
い
て
非
公
開
決
定
を
取

り
消
す
な
ど
と
い
う
裁
判
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

⑶　
「
本
件
文
書
に
つ
い
て
こ
れ
を
み
る
と
、
前
記

第
１
の
２
（
４
）
の
事
実
関
係
等
に
よ
れ
ば
、
歳
出

額
現
金
出
納
簿
に
つ
い
て
は
、
各
交
際
費
の
支
出
ご

と
に
そ
の
年
月
日
、
摘
要
、
金
員
の
受
払
等
の
関
係

記
載
部
分
が
当
該
交
際
費
に
係
る
知
事
の
交
際
に
関

す
る
独
立
し
た
一
体
的
な
情
報
を
成
す
も
の
と
み
る

べ
き
で
あ
る
か
ら
、
当
該
記
載
部
分
を
更
に
細
分
化

し
て
相
手
方
識
別
部
分
等
そ
の
一
部
の
み
を
非
公
開

と
し
そ
の
余
の
部
分
を
本
件
条
例
10
条
に
基
づ
い
て

公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
支
出
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
各
交
際
費
の

支
出
ご
と
に
こ
れ
に
対
応
す
る
支
出
証
明
書
に
記
録

さ
れ
た
情
報
が
全
体
と
し
て
当
該
交
際
費
に
係
る
知

事
の
交
際
に
関
す
る
独
立
し
た
一
体
的
な
情
報
を
成

す
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
同
様
に
、
こ
れ

を
更
に
細
分
化
し
て
そ
の
一
部
の
み
を
非
公
開
と
し

そ
の
余
の
部
分
を
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
領
収
書
及
び
請
求
書
兼

領
収
書
に
つ
い
て
は
、
各
交
際
費
の
支
出
ご
と
に
こ

れ
に
対
応
す
る
領
収
書
又
は
請
求
書
兼
領
収
書
に
記

録
さ
れ
た
情
報
が
府
の
担
当
者
に
よ
る
メ
モ
書
き
部

分
を
も
含
め
て
全
体
と
し
て
当
該
交
際
費
に
係
る
知

事
の
交
際
に
関
す
る
独
立
し
た
一
体
的
な
情
報
を
成

す
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
同
様
に
、
こ
れ

を
更
に
細
分
化
し
て
そ
の
一
部
の
み
を
非
公
開
と
し

そ
の
余
の
部
分
を
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

第
４　

実
務
上
の
検
討

１　

第
１
次
上
告
審
判
決
は
、
知
事
の
交
際
は
、

懇
談
に
つ
い
て
は
本
件
条
例
（
大
阪
府
公
文
書
公
開

等
条
例
）
第
８
条
第
４
号
の
企
画
調
整
等
事
務
又
は

同
条
第
５
号
の
交
渉
等
事
務
に
、
そ
の
余
の
慶
弔
等

に
つ
い
て
は
同
号
の
交
渉
等
事
務
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当

す
る
と
し
、
本
件
文
書
〔
③
〕
の
う
ち
、
交
際
の
相

手
方
が
識
別
さ
れ
得
る
も
の
は
、
相
手
方
の
氏
名
等

が
外
部
に
公
表
、
披
露
さ
れ
る
こ
と
が
も
と
も
と
予

定
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
、
相
手
方
の
氏
名
等
を
公

表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
前
記
第
２
、２
、
⑴
、
ウ
で

指
摘
さ
れ
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な

い
よ
う
な
も
の
を
除
き
、
懇
談
に
係
る
文
書
に
つ
い

て
は
本
件
条
例
第
８
条
第
４
号
又
は
第
５
号
に
よ

り
、
そ
の
余
の
慶
弔
等
に
係
る
文
書
に
つ
い
て
は
同

条
第
５
号
に
よ
り
、
公
開
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
文

書
に
該
当
す
る
と
し
た
。

こ
れ
を
、
現
在
の
標
準
的
な
条
例
に
当
て
は
め
る

と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
首
長
の
交
際

費
に
関
す
る
文
書
は
、「
事
業
の
性
質
上
、
当
該
事

務
又
は
事
業
の
適
正
な
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
る
も
の
」（
世
田
谷
区
情
報
公
開
条
例
第
７

条
第
６
号
）に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
問
題
に
な
り
、

本
件
文
書
〔
③
〕
の
う
ち
、
㋐
交
際
の
相
手
方
が
識

別
さ
れ
得
る
も
の
は
、
㋑
相
手
方
の
氏
名
等
が
外
部

に
公
表
、
披
露
さ
れ
る
こ
と
が
も
と
も
と
予
定
さ
れ

て
い
る
も
の
な
ど
、
相
手
方
の
氏
名
等
を
公
表
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
交
際
事
務
の
適
正
な
遂
行
に
支
障
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
な

も
の
を
除
き
、
公
開
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
文
書
に

該
当
す
る
。

２　

ま
た
、
第
１
次
上
告
審
判
決
は
、
知
事
の
交

際
に
関
す
る
情
報
は
、
そ
の
交
際
の
性
質
、
内
容
等

か
ら
し
て
交
際
内
容
等
が
一
般
に
公
表
、
披
露
さ
れ

る
こ
と
が
も
と
も
と
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
い

て
は
、
本
件
条
例
第
９
条
第
１
号
に
該
当
し
、
本
件

文
書
〔
③
〕
の
う
ち
私
人
で
あ
る
相
手
方
に
係
る
も

の
は
、
相
手
方
が
識
別
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
あ
れ

ば
、
原
則
と
し
て
、
同
号
に
よ
り
公
開
し
て
は
な
ら
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な
い
文
書
に
該
当
す
る
と
し
た
。

こ
れ
を
現
在
の
標
準
的
な
条
例
に
当
て
は
め
る

と
、次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、本
件
文
書〔
③
〕

は
、
私
人
で
あ
る
相
手
方
に
係
る
も
の
は
、
相
手
方

が
識
別
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
公
開
し
な

い
こ
と
が
で
き
る
文
書
に
該
当
す
る
（
世
田
谷
区
情

報
公
開
条
例
第
７
条
第
２
号
）。
な
お
、
同
条
例
第

７
条
第
２
号
で
は
、
本
人
識
別
情
報
で
あ
る
こ
と
の

み
が
要
件
と
さ
れ
、「
一
般
に
他
人
に
知
ら
れ
た
く

な
い
と
望
む
こ
と
が
正
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」

こ
と
は
要
件
と
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、「
交
際
の
性

質
、内
容
等
か
ら
し
て
交
際
内
容
等
が
一
般
に
公
表
、

披
露
さ
れ
る
こ
と
が
も
と
も
と
予
定
さ
れ
て
い
る
も

の
」
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
必
要
は
な
い
。

３　

前
記
１
及
び
２
（
特
に
前
記
２
）
か
ら
す
る

と
、
現
在
の
標
準
的
な
条
例
に
お
い
て
は
、
本
件
文

書
〔
③
〕
は
、
相
手
方
が
識
別
で
き
る
も
の
で
あ
れ

ば
、
ほ
ぼ
無
条
件
に
、
公
開
し
な
い
こ
と
が
で
き
る

文
書
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
ど
の
範
囲
で
公
開
し
な
い
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
か
と
い
う
問
題
が
重
要
に
な
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
第
２
次
上
告
審
判
決
は
、
１

個
の
公
文
書
に
複
数
の
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場

合
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
情
報
の
う
ち
に
非
公
開
事

由
に
該
当
す
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
部
分
を

除
い
た
そ
の
余
の
部
分
に
つ
い
て
の
み
、
こ
れ
を
公

開
す
る
こ
と
を
実
施
機
関
に
義
務
付
け
て
い
る
に
す

ぎ
ず
、
非
公
開
事
由
に
該
当
す
る
独
立
し
た
一
体
的

な
情
報
を
更
に
細
分
化
し
、
そ
の
一
部
を
非
公
開
と

し
、
そ
の
余
の
部
分
に
は
も
は
や
非
公
開
事
由
に
該

当
す
る
情
報
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し

て
、
こ
れ
を
公
開
す
る
こ
と
ま
で
を
も
実
施
機
関
に

義
務
付
け
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
。

具
体
的
に
は
、
担
当
者
に
て
出
席
者
の
氏
名
を
メ

モ
書
き
し
た
領
収
書
〔
③
―
①
〕
に
つ
い
て
み
る
と
、

各
交
際
費
の
支
出
ご
と
に
こ
れ
に
対
応
す
る
領
収
書

に
記
録
さ
れ
た
情
報
（
担
当
者
に
よ
る
メ
モ
書
き
部

分
を
含
む
）
が
全
体
と
し
て
当
該
交
際
費
に
係
る
首

長
の
交
際
に
関
す
る
独
立
し
た
一
体
的
な
情
報
を
成

す
も
の
で
あ
り
、
領
収
書
全
体
に
つ
き
開
示
し
な
い

こ
と
が
で
き
る
（
逆
に
、
担
当
者
に
て
出
席
者
の
氏

名
を
メ
モ
書
き
し
て
い
な
け
れ
ば
、
領
収
書
は
開
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
）。

な
お
、
実
施
機
関
の
裁
量
判
断
に
よ
り
、
任
意
に
、

担
当
者
が
メ
モ
書
き
し
た
出
席
者
の
氏
名
の
み
を
非

開
示
と
し
、
そ
の
余
の
部
分
を
開
示
す
る
こ
と
は
で

き
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に

不
服
の
あ
る
請
求
者
は
、
非
開
示
と
さ
れ
た
部
分
を

も
開
示
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
訴
訟
手
続
に

よ
り
当
該
部
分
に
係
る
非
開
示
決
定
の
全
部
取
消
し

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
裁
判
所
は
、
当
該
非
開
示

決
定
が
違
法
で
あ
る
と
判
断
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を

取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。


